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研究成果の概要（和文）：西欧のアヴァンギャルド運動には、各文化に固有の特質が存在するとともに、他方で
は文化圏を横断する特質を見て取ることができる。この研究の目標は、この時代に技術性が顕著になったさまざ
まなメディアによってアヴァンギャルド運動においてどのような知覚のパラダイム転換が生じていたか、またそ
れがそれぞれの文化圏においてどのような現れ方の特質を伴っていたかを明らかにすることである。2回のシン
ポジウム等を通じて、断片性と抽象性、機械的なものと身体的なものの結合という、アヴァンギャルド運動にし
ばしば見られる特質が各文化圏でどのように姿を現しているか、それらの特質が相互にどのように結びついてい
ることを確認できた。

研究成果の概要（英文）：The various European avant-garde movements of the early 20th century 
exhibited two contrasting aspects: while they differed from one another in each’s having 
distinctive features that reflected the differing cultures of specific regions, they also appear as 
parallel, transnational, and transcultural phenomena that happened to develop during the same period
 and in similar directions. Our research has focused on trying to understand how these avant-garde 
movements reflect, in their respective ways, paradigm changes in perception arising from the 
development of technologies in various media. Through symposiums, workshops, and individual research
 efforts, we have examined how the avant-garde movements of different regions showed, in their 
respective ways, such common features as fragmentation, abstraction, and the combining of the 
technological and the corporeal―and how these features related to one another. 

研究分野： German Literature and Culture Studies
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１．研究開始当初の背景 
(1) テクノロジーの加速度的な進展にとも
なって展開している「視覚文化」研究が、
おもに「視覚文化」としてとらえられるコ
ンテンツを中心的対象としているのに対し
て、「視覚性」そのものを考察の対象とする
思想史的表象研究（「視覚論」）も、現在大
きな広がりを見せている。この学問的論議
に大きな刺激を与え、その最も明確な機動
力となったのは、ジョナサン・クレーリー
の“Techniques of the Observer: On Vision and 
Modernity in the 19th Century”, MIT, 1990 
(『観察者の系譜』) およびそれに続く著作
“Suspensions of Perception: Attention, 
Spectacle and Modern Culture”, MIT, 1999 
(『知覚の宙吊り』)である。これらの論議
で基本的前提となっているのは、視覚は一
方で身体的・生理的メカニズムとして与え
られたものでありながら、他方で視覚のう
ちにとらえられるものは歴史的・文化的に
規定され、それによって「視」の文化的制
度を形成しているということである。クレ
ーリーの研究が基本的に 19 世紀の「視」の
パラダイム転換（19 世紀初頭の新たな視覚
経験の誕生、および 19 世紀後半における
「注意(attention)」の枠組みの形成）を問題
としているのに対して、本研究ではその基
本的前提や他分野にわたる方法論的視点
（技術史・思想史・美術史・美学・メディ
ア理論等のコンテクスト）を継承しつつも、
20 世紀初頭、とりわけ 1920 年代以降の明
確なアヴァンギャルド芸術・文学の知覚論
的分析を課題の中心に据えている。ここで
焦点を当てるのは、19 世紀末の「モダニズ
ム」ではなく、直感的に経験可能な美的享
受を戦略的に踏み越えることにより人間の
知覚に対して新たな挑戦を提示した、アヴ
ァンギャルド芸術にける知覚の可能性であ
る。また、従来の研究が圧倒的に「視覚」
研究としての性格を際立たせているのに対
して、本研究ではむしろ「知覚」全体の問
題としてアヴァンギャルド芸術・文学の経
験を考察することになる。 
(2) このように、経験的知覚の彼方で機能
する構成性によって生み出された新たな知
覚の可能性を検討する場合、必然的に技術
性およびメディアの問題が考察の射程に含
まれることになる。本研究の対象とする
1920 年代にはすでに、映画の広範な受容を
直接のきっかけとして、例えば、ベンヤミ
ン、バラージュ、クラッカウアー等にとっ
て、映画という技術メディアが全く新たな
知覚の経験の次元を生み出していることが
意識されていた。ここで問題となるのは、
もちろん知覚の転換をめぐる単なる歴史的
証言ではなく、知覚の基盤となる身体性と

技術メディアという二つの異領域の境界面
としての「インターフェース」という現象
である。技術によって新たな知覚の次元が
生み出されるとすれば、そこでは必然的に
界面としてのインターフェースが介在して
いる。アヴァンギャルド研究においてこう
いった視点を導入することは、この研究領
域においてまったく新たな道を切り拓くこ
とになるだろう。 
(3) さらに、本研究を「表象研究」として
位置づける場合、グローバルなレベルで理
解されているわけではない「表象文化論」
という概念を手放しで用いることはできな
い。本研究は、作品およびその形成プロセ
スとしての外的「像」、および「イメージ」
としての内的「像」としての「表象」研究
として、研究遂行のさまざまな段階におい
て、研究上の基盤としての「表象文化論」
の概念につねに立ち返るとともに、国外で
も流通可能な概念として表象研究を位置付
けていくことを目指す。 
 
２．研究の目的 
「視覚論」「知覚論」は人間の知覚という生
理学的現象が、歴史的・文化的に形成され
規定されたものであるという前提に立つ。
本研究はその基本的立場を継承しつつ、技
術と知覚の相互関係に対する視点を、とり
わけ 20 世紀のアヴァンギャルド芸術研究
へと敷衍する。それによって、(1)アヴァン
ギャルド研究の領域においては、従来の美
学的・思想的・文化的研究の視点を越えて、
芸術と知覚の関係に対する枠組みの転換が
生じていることを明らかにするとともに、
(2)技術論・メディア論的な視点では、技術
と知覚の境界としてのインターフェースの
問題をこの表象研究において展開すること
になる。(3)また学問論的問題として、日本
で形成された「表象文化」の概念をグロー
バルな文化研究の論議に接合させてゆくこ
とも重要な理論的課題の一つとなる。 
 
３．研究の方法 
(1) 知覚と技術に関する理論的言説および

「表象文化」の理論について、基盤となる知

識・概念・理論的バックグラウンドを共有 

本研究は、ヨーロッパのそれぞれの地域

におけるアヴァンギャルド芸術・文学運動

の個々の分析という個別研究、および「知

覚論」、「表象文化論」をめぐる理論的考察

という二つの側面をもつ。理論的側面は、

アヴァンギャルド研究の基盤になると同時

に、最終的にはそこから導き出される理論



的成果となることが想定されている。その

意味においても、本研究を進める上でメン

バーがこれらの理論的・方法論的連関を最

初の段階で十分に理解し共有しておくこと

がきわめて重要な課題となる。本研究では

そのためのミーティングおよびワークショ

ップを研究の出発点とともに、各段階にお

いて随時行う。 

(2) 研究者ネットワークの形成 

個別研究およびその理論化のいずれにと

っても、この研究にとって国内および国外

の研究者間のネットワークを形成すること

は決定的に重要な意味をもつ。国内研究協

力者や海外共同研究者を中心にしながら、

本研究を展開させてゆくための研究者とあ

らたにコンタクトをとり、研究ネットワー

クをさらに充実させてゆく。 

(3) アヴァンギャルド芸術・文学に関する個

別研究 

最初のステップ(1)によって本研究のプ

ロセスおよび到達点を確認したうえで、ヨ

ーロッパで 1920 年代以降、芸術・文学に

おける革新運動に関してもっとも顕著な展

開をみせたイタリア、フランス、ドイツ、

ロシアを中心とするアヴァンギャルド芸術

運動につき、それぞれの地域で研究代表

者・分担者を核として個別の研究グループ

を形成し、各グループで研究ワークショッ

プを行う。そこでは知覚論の視点から具体

的対象に関する個別研究を行う。ここでは

また、研究目的についての理解の共有を図

る。 

この研究は一方で個別のアヴァンギャル

ド研究であるとともに、他方でつねに知覚

と技術をめぐる理論的研究でもある。各個

別グループにおける研究は、最終的にヨー

ロッパにまたがる理論的考察を念頭に置き

ながら、イタリア未来主義、シュルレアリ

スム、表現主義・ダダ、ロシア・アヴァン

ギャルドにおける具体的対象を取り上げる

ことになる。研究代表者および分担者が、

これらの個別の研究グループの核となり、

この過程において、必要となる文献をそれ

ぞれのグループにおいて明確にし、その収

集も進めてゆく。 

(4) シンポジウムの開催 

理論的枠組みを批判的検討し、個別の研究に
よって全体としての現象を比較検討する場
として、国内研究者を中心とするシンポジウ
ム、及び国際シンポジウムを開催する。 
 
４．研究成果 

西欧のアヴァンギャルド運動には、各文化

に固有の特質が存在するとともに、他方で

は文化圏を横断する特質を見て取ることが

できる。2 回のシンポジウム等、研究期間

中継続的に行われたワークショップ、そし

て個々の研究を通じて、断片性と抽象性、

機械的なものと身体的なものの結合という、

アヴァンギャルド運動にしばしば見られる

特質が各文化圏でどのように姿を現してい

るか、それらの特質が相互にどのように結

びついていることを確認できた。 

 アヴァンギャルド全般に当てはまる特質

として、一方ではクレーリーが指摘するよ

うに、主体の側での知覚の再編成のプロセ

ス（「カメラ・オブスクラ・モデル」の転換）

が、重要なパラダイム転換の一面を担って

いることが確認できる。それとともに、ベ

ンヤミンが複製技術論で強調しているよう

に、技術メディアの特質によって人間の知

覚のあり方に転換が生み出されているとい

う側面も同時に存在する。これらがともに、

アヴァンギャルド芸術・文学にしばしば特

徴的に現れる「断片性」や「抽象性」を生

み出す力となっているという点では、アヴ

ァンギャルド運動は汎ヨーロッパ的現象と

しての性格を間違いなく持っている。それ

とともにこの研究は、各文化圏でのそれぞ

れのアヴァンギャルド運動、それぞれの芸

術家・作家の特質を確認する場ともなった。 
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